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私の視点「なぜここを質問したか」

　
今
後
も
、「
宇
美
町
の
元
気
の
象

徴
」
で
あ
り
、
町
民
の
パ
ワ
ー
を
感

じ
る
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ

て
い
き
た
い
。

提
案
す
る
団
体
が
事
業
内
容
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
質
疑
を

審
査
委
員
が
行
い
、
採
択
・
不
採
択

の
事
業
を
決
定
す
る
。

　
公
益
性
の
高
い
事
業
で
、
地
域
課

題
の
解
決
に
対
し
て
具
体
的
な
成
果

お
よ
び
効
果
が
期
待
で
き
、
団
体
の

独
自
性
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
が
審
査
の
着
目
点
と
し
て
い
る
。

　
　
実
施
さ
れ
た
共
働
事
業
の
振
り

返
り
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
事
業
実
施
後
は
、
実
績
報
告
書
が

提
出
さ
れ
、
多
く
の
町
民
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
公
開
方
式
で
事
業
報

告
会
を
開
催
し
、
振
り
返
り
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
り
、
制

度
の
思
い
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
は
。

　
　
町
長
　

　
町
の
魅
力
発
信
や
活
性
化
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
人
材
発
掘

な
ど
も
期
待
さ
れ
、
町
民
と
深
く
関

わ
る
こ
と
で
職
員
の
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
共
働
事
業
提
案
制
度
の
導
入
の

経
緯
と
目
的
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長

　
導
入
の
経
緯
は
、
平
成
25
年
度
に

策
定
さ
れ
た
「
宇
美
町
共
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
の
指
針
」
の
中

で
、
共
働
を
進
め
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
、
29
年

度
か
ら
開
始
と
な
っ
た
。

　
目
的
は
、町
民
活
動
団
体
（
団
体
）

が
独
自
性
を
生
か
し
、
町
と
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
っ
て
、
地
域
課
題
の
解
決

を
図
る
た
め
に
共
働
事
業
を
実
施
す

る
。

　
　
直
近
３
年
間
の
共
働
事
業
の
提

案
件
数
と
実
施
件
数
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
令
和
５
年
度
は
提
案
お
よ
び
採
択

20
件
、
６
年
度
は
提
案
お
よ
び
採
択

11
件
、
７
年
度
は
提
案
10
件
・
採
択

９
件
。

　
　
共
働
事
業
の
審
査
方
法
と
着
眼

点
は
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
長
　

　
６
名
で
構
成
さ
れ
る
宇
美
町
共
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
中
で
、

会
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
は
共
有
し

て
い
る
。

　
奨
学
金
返
済
補
助
制
度
は
若
い
世

代
の
定
住
施
策
の
一
つ
の
選
択
肢
で

あ
る
が
、
制
度
設
計
に
よ
っ
て
は
財

源
面
の
課
題
と
な
る
た
め
、
先
行
自

治
体
の
状
況
を
参
考
に
し
っ
か
り
検

証
し
て
い
く
。

　
　
町
長
が
考
え
る
若
い
世
代
へ
の

定
住
・
移
住
政
策
の
方
向
性
は
。

　
　
町
長

　
若
い
世
代
の
定
住
・
移
住
は
本
町

の
将
来
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
子

育
て
支
援
施
策
の
成
果
と
し
て
転
入

超
過
が
続
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
空
き
家
の
利
活
用
や
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
若

い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
が
進
む

一
方
、
18
歳
か
ら
24
歳
の
若
者
は
町

外
転
出
が
多
く
、
奨
学
金
返
済
の
負

担
が
地
元
回
帰
を
妨
げ
る
要
因
と
も

な
り
得
る
。

　
奨
学
金
返
済
補
助
制
度
は
地
域
の

好
循
環
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
町
の
認
識
と
今
後
の
取
組

方
針
は
ど
う
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　

　
奨
学
金
返
済
を
抱
え
る
若
者
へ
の

支
援
策
は
、
現
時
点
で
は
実
施
し
て

い
な
い
。
第
３
期
総
合
戦
略
の
検
討

過
程
で
制
度
導
入
を
検
討
し
た
が
、

財
政
負
担
の
大
き
さ
か
ら
具
体
化
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
18
歳
か
ら
24
歳
へ
の
支
援
が
手
薄

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
返
済
負
担
が
社

　
　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
が
、
地

域
社
会
の
持
続
や
町
の
将
来
像
お
よ

び
財
政
的
・
経
済
的
基
盤
に
ど
の
よ

う
な
役
割
や
効
果
を
も
た
ら
す
と
認

識
し
て
い
る
か
。

　
　
企
画
財
政
課
長

　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
は
、
地
域

社
会
の
持
続
や
本
町
の
将
来
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
や
産
業
創
出
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
承
に
加
え
、
町
民

税
や
固
定
資
産
税
の
増
収
、
消
費
拡

大
や
町
内
企
業
の
活
性
化
を
通
じ

て
、
町
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
の
町
内
定
住
を
促
進

す
る
取
組
は
。

　
　
企
画
財
政
課
長
　

　
第
７
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
近
年
は
30
〜
45
歳
層
で

転
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
に

加
え
て
高
校
生
世
代
ま
で
の
医
療
費

助
成
を
拡
充
す
る
な
ど
、
今
後
も
若

い
世
代
の
定
住
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

共働事業 定住・移住対策

宇美町共働事業提案制度の
　　　　　　　　　 展望は

共働事業提案制度は、町民活動団体と町が共働で公益
的な事業を実施して地域課題の解決を図るもので、魅力
あるまちづくりのため、もっと活用してもらいたい。

答弁
（町長） さまざまな角度から取り組んでいく

答弁
（町長） さらに事業を拡充させていきたい

若い世代が住みたくなる町へ

本町の将来を担う人材が町に定着できるように、持続的
な地域社会環境を整えるため、奨学金返済補助の考え
方について問う。

次世代の人たちが
この町に住んでよ
かったと思われる
ように、この事業
が継続して行われ、
町の発展に貢献す
ることを切に望む。 ▲ 宇美町共働事業提案制度

　 についてはこちら

こばやし

小林 孝昭 議員
たかあき

若い世代が安心して暮ら
し、働き、子育てできる
環境づくりは町の持続に
直結する。
人を育み支える視点を共
有し、よりよい宇美町の
未来を築いていきたい。

たかはし

髙橋 紳章 議員
のぶあき
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